
























































































































































番号 ブランド名 容量 形状
1 ポカリスエット 1．5遡 ペットボトル
2 ポカリスエット goo漉 ペットボトル
3 ポカリスエット 500η乏 ペットボトル
4 ポカリスエット 340認
?
5 ステビア 500麗 ペットボトル
6 ステビア 340認
?
7 アクエリアス 2β ペットボトル
8 アクエリアス 710麗 ペットボトル
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A6 30 3 2 1 2
B 3 6 0 1 2 1 2
C0 0 6 2 1 2 2
D 3 1 2 6 1 0 2
???
E 2 21 1 6 2 2
F 1 1 2 0 2 6 1
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C1 C2 C3 C4
性別
■耕男性
閣既vas性
■耕雄
■麟女性
　各クラスターの特徴をまとめると次のようになる。
（1）C1…14人
　①ダイエットならば価格はそれほど重視せず
　②スポーツ後・持ち歩き・リフレッシュの時は，ブランドを重視しており，目立つとき・気
　　分転換の時に重視する傾向がある。
　③いつもはDAKARAを好むが，スポーッの後はポカリを好む
　④独身男性，既婚女性が多い。ただし，被験者は20，30歳代が中心であり，既婚者も年齢は
　　若い。
（2）C2…17人（最大グループ）
　①既婚男性中心であり，スポーッの後に飲むオケージョンが中心である。
　②どんなオケージョンでもブランドを重視しない。
　③常時節約意識が高く，価格が安いことを重視している。
（3）C3…12人
　①だいたいどのオケージョンでも価格とブランドを重視しており，節約派である。ブランド
　　は，ポカリを好み，ステビアを唯一評価するというブランド派である。特にダイエットで
　　はステビァを1番評価。DAKARAは評価しない。大塚製薬の企業ブランドを評価している
　　可能性がある。
　②未婚男女が中心。
（4）C4…8人（少数派）
　①未婚女性中心で小サイズ飲用派である。
　②何がなんでもポカリというブランド派であるが，家庭内飲用ではアクエリアスと，ダイエ
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　ットではDAKARAと差が縮小している。
③価格は他のクラスターと比べ，重視せず比較的割高でもあまり気にしない。
　以上から最終分類の軸は，横軸が，「ブランドロイヤル←→オケージョン・ブランドロイヤル
または非ロイヤル」と考えられ，縦軸は，「低価格重視←→価格非重視」と考えられる。また各
クラスターの傾向からネーミングも行い，図示すると図表62の様になるであろう。
??????
2．o
〒，5
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麹衷62　簸終分類結果の軸鰐釈
£il
調；；；！＿。。一．5＿
　ブランド・ロイヤル（翠カリ派》ぐ㎜欄㎜軸　＃ロイヤルかオケe・ジョン・ロイヤル
5．研究上の含意
5－1．リサーチ手法上の有用性
　今回のリサーチの有用性としては，以下の3点が挙げられる。第一に既存製品を用いたオケ
ージョン毎の理想方向を明示することができた。ここではコンジョイント分析の属性仮説導出
に利用している。これにより，同一の製品であっても異なるオケージョンでは，好まれる属性
（容量，形状などの）水準が異なることを示すことが確認できた。第二に，仮想製品を用いてオ
ケージョン毎に消費者が重視する属性の発見方法を提案した。即ち，同一の消費者であっても
オケージョンが異なる場合，違った嗜好を示すことが確認できた。そして最も重要なことは，
消費者個人に注目した複数オケージョンにわたる好みの類似グループ分類（関係性管理のタイ
プ分類）方法を提示したことである。これにより，通常はブランドに対して非ロイヤルを示す
消費者でも，オケージョンによりロイヤルを示す顧客層があることが確認できた。これはコン
ジョイント分析の新たな活用機会と有効性を増加させることになる。
5・2．機能性飲料に関する含意
　今回事例として取り上げた機能性飲料に関する含意としては，以下の3点が挙げられる。第
一に，最終分類結果の軸解釈のマップにより4種類の消費者層が導かれた。それぞれの特徴を
把握して，オケージョンに適したコミュニケーション，新商品開発，ブランド戦略を修正・適
オケージョンに注目した消費者選好分析（上田・藤居）
用する必要がある。第2にオケージョンに応じて重視ブランドが異なることが多かった。特に
C1のようにオケージョン・ブランドロイヤル型の顧客には，そのオケージョン・ニーズにあ
った対応が有効となる。第3にクラスター，オケージョンに応じて価格感度も異なることがあ
った。例えばあるグループは，風邪・ダイエットなどの飲用時には価格感度が低下したが，こ
の辺りが企業にとって1つの利益機会となろう。
5－3．マーケティング上の含意
　ここでは2つの含意があげられる。第1は，CRMに関してである。従来は顧客ターゲットを
絞ってもそのオケージョン毎の管理はそれほど明示的にはなされることがなかった。逆にオケ
ージョンごとのニーズ分析がなされたとしても，顧客個人単位での管理はなかったであろう。
今後のCRMがより重視される時代にあっては，顧客のオケージョン管理が重要となってくるが，
本研究はそのベースとなっている。
　第2は，非常に一般的になっているAssaelの消費購買行動分類の再検討を迫る新たな仮説を投
げかけていることである。この分類は，図表63で示されている。しかしながらこの分類では，
オケージョン・ブランドロイヤル型の消費者購買行動については触れていない。消費者のこだ
わりがオケージョンによって多様になるような場合には，ブランドロイヤル型購買行動は，オ
ケージョン・ブランドロイヤル型が派生することを明示すべきである。というのは，行動レベ
ルのみでみると，バラエティシーキング型購買行動はオケージョン・ブランドロイヤル型購買
行動と区別ができないからである。この両者を区別するのは，状況知覚差×状況関与の大きさ
である。またオケージョン・ブランドロイヤル型購買行動では高い知識も必要とされるため，
状況知覚差×状況関与・高知識は，製品・購買関与やブランド間知覚差異の大きさに相関する
可能性があろう。従って，こだわりの多様性を軸として追加する場合には注意を要しよう。仮
説的には，図表64のように表せる。この検証は今後の追加研究が必要である。
図表63　Assael（1987）の購買行動類型
製品関与・購買関与
高関与 低関与??????????????
ブランド・目イヤ
@　ル型
バラヱティ
Vーキング型
?????
不繍和解消型 習償型
（出典：H．Assaet（1987L（：onsumer　behavior　and　Marketing　Action，　Boston：Kent　Publishing（o．，　p．87．）
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図表64　Assael（1987）の購買行動類型の仮説的修正
状況知覚差×状況関与（大）
状況知覚差×状況関与（小）
／プヲン・
　イヤル型
不協和
解消型
オケージョン・ブランド
ロイヤル型
バラエティシー
キング型　　　“ランド間知覚差異（大）
ブランド間知覚差異（小）
製品・購買関与（大）　製品・購買関与（小）
7，今後の課題
　今回の調査では，回答者にかなりの負担を強いることとなった。今後は，理想方向を推定す
る質問（今回はMDSを使用）に関しては，因子分析を工夫，利用するなどして回答者の負担軽
減を考慮せねばならない。また，質問項目が想定できない，したくない等といったMDSに向い
たケースでは，対象数を減らすなどの考慮が必要である。
　コンジョイント分析に対する回答者の負担の軽減も重要な課題である。それには，最初の
MDSのマップから類似のオケー一ジョンはまとめる，同様に属性数・水準数を減らすといった考
慮が必要と考えられる。
　また今回，詳細な消費者行動データを取ることが出来た。例えば消費者個人のオケージョン
毎の詳細な属性水準効用値があるため，その更なる活用，例えばデータマイニングにかけての
個人属性との有用な関連性の発見などに活かすことが可能であり，それは今後の課題となる。
　加えて，上述のようにAssael（1987）の購買行動分類（図表63）に代表される製品関与・購買
関与とブランド知覚差異による消費者購買行動類型といった従来の定説に新たな視点を導入す
ることにも挑戦していきたい。それはオケージョン・ブランドロイヤル型購買行動の存在であ
る。通常の行動レベルでは，バラエティシーキングに分類されるが，決して製品関与・購買関
与が低い時のみの存在ではない。これに関しては，将来の研究テーマとしたい。
（謝辞）
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